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揮発性有機化合物のフィルム透過性評価

フィルムのガス透過性試験は酸素、二酸化炭素、水蒸気等で行うことが一般的である。
常温でガス状になる揮発性有機化合物のフィルム透過性評価方法を開発したので、その試験方法と
透過性評価結果を紹介する。

評価フィルムのセット

材質 :
ステンレス
ガラス　等

容器の上部と下部の間にフィルムを挟む

PE製フィルム　経過時間（hr）

ガスバリアフィルム　経過時間（hr）

時間の経過と共に化合物Ａがフィルムを透過し、
容器下部から上部へと移行していることが分かる

揮発性有機化合物の
フィルム透過性能が評価できる

対象ガスの調整

標準ガスの封入（下部）

ラップサンプル採取
（上・下部）

HS-GC/MS
（選択イオン検出）

ガス濃度定量（上・下部）

下部

上部

フィルムサンプル

試験方法 評価容器

測定例　揮発性化合物Aの透過曲線
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